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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上向きの座面を有する便座と、
　前向きの背当て面を有する板状の背もたれと、
　前記背当て面に形成された膨出部と、
　前記座面の後方に配され、前記座面の後端縁部と前記背当て面の下端縁部のうちいずれ
か一方の縁部又は両方の縁部を延長させた形態の弧状凹面とを備え、
　前記膨出部の前面が、平面視において左右方向における中央部を凹ませた形態で湾曲し
、
　前記背もたれのうち前記膨出部の形成領域が、肉薄に形成されることで後方へ変位可能
となっていることを特徴とする便器装置。
【請求項２】
　前記背もたれが、弾性変形可能な材料からなることを特徴とする請求項１記載の便器装
置。
【請求項３】
　前記便座が撥水性を有する材料からなることを特徴とする請求項１又は請求項２記載の
便器装置。
【請求項４】
　前記便座が硬質の合成樹脂材料からなり、
　前記弧状凹面が、前記座面の後端縁部を立ち上がるように延長させた形態であることを
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特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の便器装置。
【請求項５】
　前記背もたれの側縁部から前方へ突出した形態の肘掛けを有しており、
　前記背当て面が前記肘掛け部の上面よりも軟らかい材料からなることを特徴とする請求
項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の便器装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、便器装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、便鉢を有する便器本体と、便器装置とが開示されている。この便器装
置は、着座者を下から支えるための座面を有する便座と、着座者を後方から支えるための
背当て面を有する背もたれとを備えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－０３４７８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の便器装置は、背当て面が、ほぼ平坦な面であって着座者の背中の形状にフィット
していないため、着座者の背中の一部だけしか支えることができない。また、座面の後端
部は前下がりの傾斜面となっているのであるが、この傾斜面は、概ね平坦な面であって、
着座者の臀部の一部分だけしか支えることはできない。そのため、座り心地が良くない。
【０００５】
　本発明は、上記従来の実情に鑑みてなされたものであって、座り心地の良好な便器装置
を提供することを解決すべき課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の便器装置は、
　上向きの座面を有する便座と、
　前向きの背当て面を有する板状の背もたれと、
　前記背当て面に形成された膨出部と、
　前記座面の後方に配され、前記座面の後端縁部と前記背当て面の下端縁部のうちいずれ
か一方の縁部又は両方の縁部を延長させた形態の弧状凹面とを備え、
　前記膨出部の前面が、平面視において左右方向における中央部を凹ませた形態で湾曲し
、
　前記背もたれのうち前記膨出部の形成領域が、肉薄に形成されることで後方へ変位可能
となっていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　背当て面は、膨出部を有しているので着座者の背中の形状に沿った形状となっている。
これにより、着座者の背中を広い範囲に亘って支えることができる。また、座面の後方に
は弧状凹面が形成されているので、着座者の臀部を広い範囲に亘って支えることができる
。したがって、本発明の便器装置は、着座者に良好な座り心地を提供することができる。
本発明の便器装置は、着座者の背中を背当て面の中央位置で安定して支えることができる
。本発明の便器装置によれば、着座者が背当て面に身体を預けたときに、膨出部が後退へ
変位することによって着座者の背中の形状に馴染むので、体圧が分散されて良好な座り心
地が得られる。
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【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施例１において便器装置を便器本体に取り付けた状態をあらわす斜視図
【図２】便器装置を便器本体に取り付けた状態をあらわす正面図
【図３】便器装置を便器本体に取り付けた状態をあらわす側面図
【図４】便器装置を便器本体に取り付けた状態をあらわす平面図
【図５】図４のＡ－Ａ線部分断面図
【図６】図４のＢ－Ｂ線部分断面図
【図７】図３のＣ－Ｃ線断面図
【図８】便器装置を便器本体に取り付けて便座を起立させた状態をあらわす正面図
【図９】背もたれを背面側から見た斜視図
【図１０】図３のＤ－Ｄ線断面図
【図１１】便座が倒伏姿勢のときの便座の後端縁部と背もたれの下端縁部との位置関係を
あらわす側面図
【図１２】便座が起立したときの便座の後端縁部と背もたれの下端縁部との位置関係をあ
らわす側面図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　（ａ）本発明の便器装置は、前記背もたれが、弾性変形可能な材料からなっていてもよ
い。この構成によれば、着座者が背当て面に身体を預けたときに、背当て面が着座者の背
中の形状に馴染むように変形するので、体圧が分散されて着座者が背中に違和感を覚え難
く、座り心地が良好である。
【００１２】
　（ｂ）本発明の便器装置は、前記便座が撥水性を有する材料からなっていてもよい。こ
の構成によれば、便座が撥水性を有する材料からなるので、座面の清掃が容易である。
【００１３】
　（ｃ）本発明の便器装置は、前記便座が硬質の合成樹脂材料からなり、前記弧状凹面が
、前記座面の後端縁部を立ち上がるように延長させた形態であってもよい。この構成によ
れば、着座者を安定して支えることができる。
【００１６】
　（ｅ）本発明の便器装置は、前記背もたれの側縁部から前方へ突出した形態の肘掛けを
有しており、前記背当て面が前記肘掛け部の上面よりも軟らかい材料からなっていてもよ
い。この構成によれば、肘掛けの上面が背当て面に比べて硬い材料からなるので、使用者
が肘掛けに手をついて立ち座りする際に、身体を安定して支えることができる。また、背
当て面は肘掛けの上面より軟らかい材料からなるので、着座者は背もたれに身体を預けた
時に快適である。
【００１７】
　＜実施例１＞
　以下、本発明を具体化した実施例１を図１～図１０を参照して説明する。本実施例１の
便器装置Ａは、便鉢３０を有する便器本体Ｂの上面に載置した状態で取り付けられるもの
である。便器装置Ａは、上向きの座面１２を有する便座１０と、前向きの背当て面１６を
有する背もたれ１５と、洗浄水を貯留するためのタンク３１とを備えている。
【００１８】
　＜便座１０＞
　便座１０は、常には、便鉢３０の上端面に載置された倒伏姿勢（図１～４を参照）に置
かれている。便座１０は、その後端部の回動軸１１（図５，６，８参照）を支点として倒
伏姿勢に対して約９０°立ち上がった起立姿勢（図８を参照）へ回動し得るようになって
いる。この回動軸１１は、後述する背もたれ１５の下端縁部１５Ｅの近傍に配されている
。
【００１９】
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　便座１０の外面のうち倒伏姿勢で上向きとなる環状領域は、便座１０に座った着座者（
図示省略）の臀部を下から支える座面１２となっている。便座１０は、その座面１２を含
む全体が硬質の合成樹脂製である。また、便座１０の座面１２を含む外面全体が撥水性を
有している。尚、以下の説明における方向は、便座１０が倒伏姿勢である状態を基準とし
て定義する。
【００２０】
　便座１０の後端縁部１０Ｅには、便座１０の全幅に亘って上方へ突出する立上り部１３
が一体に形成されている。つまり、便座１０の後端縁部１０Ｅは上方へ立ち上がった形状
をなしている。換言すると、立上り部１３は、便座１０の後端縁部１０Ｅを構成する部位
であり、立上り部１３の上端縁１３Ｅが、便座１０の後端縁部１０Ｅの上端縁となってい
る。立上り部１３の前面は、座面１２の後端縁部を斜め上後方へ延長させた形態の弧状凹
面１４となっている。つまり、座面１２の後端縁部と弧状凹面１４の下端縁部は、継ぎ目
や隙間のないように滑らかに連続している。弧状凹面１４は、立上り部１３と同様、便座
１０の全幅に亘って形成されている。弧状凹面１４は、着座者の臀部を斜め下後方から支
える面として機能する。この弧状凹面１４は、座面１２の後端縁部のみを延長させた形態
であるから、便座１０のみに形成された部位であり、後述する背もたれ１５には形成され
ていない。
【００２１】
　便座１０を前方から見た正面視において、図２に示すように、立上り部１３の上端縁１
３Ｅ（即ち、弧状凹面１４の上端縁）は、少なくとも幅方向中央部が水平、好ましくは、
全幅に亘ってほぼ水平な直線状をなしている。また、便座１０を上方から見た平面視にお
いて、弧状凹面１４は、図７に示すように、左右方向における中央部を後方へ凹ませた形
態で湾曲している。この湾曲形状は、弧状凹面１４の高さ方向全領域に亘って設定されて
いる。したがって、立上り部１３の上端縁１３Ｅの平面視形状も、左右方向における中央
部を凹ませた形態で湾曲した形状である。
【００２２】
　＜背もたれ１５＞
　背もたれ１５は、タンク３１の前面に固定して設けられている。背もたれ１５は、全体
として正面視形状が略方形の板状をなしている。背もたれ１５の前面（正面）は、その全
領域が背当て面１６となっている。図９に示すように、背もたれ１５は、発泡ウレタン等
の弾性を有する弾性部材１７と、金属製（硬質）のフレーム１８とをインサート成形等に
よって一体化させた形態である。弾性部材１７の表面（背当て面１６）には、合成皮革等
の可撓性を有するシート材（図示省略）が貼り付けられて一体化されている。シート材は
、弾性部材１７と一体となって弾性変形するようになっている。この背もたれ１５（背当
て面１６）を構成する弾性部材１７の材料は、便座１０（座面１２及び弧状凹面１４）と
は異なり、且つ便座１０よりも柔らかい材料である。
【００２３】
　背もたれ１５の背当て面１６は、便座１０の弧状凹面１４と同様、その高さ方向全領域
に亘り、平面視において左右方向における中央部を凹ませた形態で湾曲している（図７を
参照）。背もたれ１５には、その背当て面１６の下端部を前方へ突き出させた形態の膨出
部２０が形成されている。膨出部２０の高さは、便座１０に座った着座者の腰部と対応す
るように設定されている。膨出部２０の前面（背当て面１６）の平面視形状も、その高さ
方向全領域に亘り、左右方向における中央部を凹ませた形態で湾曲した形状である。
【００２４】
　背もたれ１５のうち膨出部２０の形成領域は、他の領域よりも後方へ弾性的に変位し易
い形態となっている。膨出部２０を後方へ変位し易くするための手段として、背もたれ１
５を弾性部材１７を用いて構成しているとともに、弾性部材１７の背面（後面）に肉抜き
凹部２１を形成することで膨出部２０を他の領域よりも肉薄としている。この構成により
、膨出部２０は、前方から押されたときに、肉抜き凹部２１内に進出しながら後方へ弾性
的に変位するようになっている。
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【００２５】
　背もたれ１５には、その下端縁部１５Ｅを上方又は後方へ弾性変形させることを可能に
するための変形許容手段として溝部２２が形成されている（図６、９を参照）。溝部２２
は、背もたれ１５を構成する弾性部材１７の背面（後面）をその下端縁に沿って幅方向に
細長く凹ませた形態である。溝部２２は、背もたれ１５のほぼ全幅に亘って連続して形成
されている。溝部２２の上端縁２２Ｅは、肉抜き凹部２１の下端縁に対し近接して平行を
なすように位置している。溝部２２の下端縁は、背もたれ１５の下端縁に対し近接して平
行をなすように位置している。
【００２６】
　背もたれ１５のうち溝部２２が形成されている下端縁部１５Ｅは、他の領域よりも肉薄
となっている。そして、肉薄となった背もたれ１５の下端縁部１５Ｅは、上方や後方へ弾
性変形し易くなっている。また、弾性部材１７の背面には、溝部２２内に収容されて溝部
２２の上端縁と下端縁とを連結するリブ２３が一体に形成されている（図６，９を参照）
。リブ２３は、上下方向に細長く、背もたれ１５の幅方向に間隔を空けた複数位置に配さ
れている。リブ２３を形成したことにより、背もたれ１５の下端縁部１５Ｅが下方へ垂れ
下がって型崩れすることを防止している。
【００２７】
　背もたれ１５を構成するフレーム１８は、図９に示すように、弾性部材１７内に大部分
が埋設された方形枠部２４と、方形枠部２４から後方へ突出して背もたれ１５から露出し
た複数の固定用機能部２５とを一体化したものである。方形枠部２４は、背もたれ１５よ
りも一回り小さい大きさであり、背もたれ１５が型崩れするのを防止する手段として機能
する。方形枠部２４を構成する水平な下枠部２６は、肉抜き凹部２１の下端縁と溝部２２
の上端縁との境界に沿うように配されている。そして、上記のリブ２３の上端は、下枠部
２６に近接した位置に配されている。溝部２２とリブ２３が形成されている弾性部材１７
は、下枠部２６と一体化されているので、リブ２３の上端が所定の高さに保たれる。した
がって、溝部２２や背もたれ１５の下端縁部１５Ｅが下方へ垂れ下がるように変形する虞
はない。
【００２８】
　便座１０の後端縁部１０Ｅの上端縁（つまり、立上り部１３の上端縁１３Ｅ）と背もた
れ１５の下端縁部１５Ｅは、上下方向において近接した位置関係で配置されている。便座
１０の後端縁部１０Ｅの上面１０Ｓは、側面視形状が略円弧形となっている。また、図５
，６に示すように、便座１０の後端縁部１０Ｅの上面１０Ｓと、背もたれ１５の下端縁部
１５Ｅの下面１５Ｓは、上下に近接して対向する位置関係となっている。そして、側面視
において、座面１２から弧状凹面１４を経て背当て面１６に至る領域は、極端な凹凸が存
在しないような形態で連続している。この座面１２と弧状凹面１４と背当て面１６は、便
座１０に座った着座者の臀部と腰部と背中を支えるための支え面として機能する。
【００２９】
　＜肘掛け２７＞
　本実施例の便器装置Ａは、左右対称な一対の肘掛け２７を有している。肘掛け２７は、
タンク３１の左右両側面に支持されており、背もたれ１５の側縁から前方へ突出した形態
である。肘掛け２７は、金属製の心材２８を発泡ウレタン等の弾性支持部材２９で包囲し
た形態である（図１０を参照）。肘掛け２７の弾性支持部材２９の素材は、背当て面１６
の素材（弾性部材１７）よりは少し硬めのものが選択されているが、着座者が肘や腕を載
せたときに不快感を感じない程度の弾力は有している。
【００３０】
　＜実施例１の作用及び効果＞
　便座１０が倒伏姿勢となって便器本体Ｂに載置されている状態で、便座１０に着座者が
座ると、着座者の臀部が、座面１２と弧状凹面１４に接した状態で両面１２，１４によっ
て下から支えられる。また、膨出部２０は弧状凹面１４よりも前方へ突出しているので、
臀部を弧状凹面１４に接触させた状態で、腰部を膨出部２０に当てるとともに、背中を背
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当て面１６のうち膨出部２０よりも上方の領域に当てるようにすると、着座者の背骨は良
好なＳ字形を描くように姿勢を矯正される。これにより、着座者は、リラックスした姿勢
で便器装置Ａに安定して身体を預けることができる。
【００３１】
　また、膨出部２０は、後方へ凹むように弾性変形し得るようになっているので、着座者
が背もたれ１５に体重を掛けると、着座者の背面側の体型に応じて膨出部２０が変形する
。さらに、便座１０の後端縁部１０Ｅ（立上り部１３の上端縁１３Ｅ）と背もたれ１５の
下端縁部１５Ｅが近接し、背当て面１６の下端部と弧状凹面１４が極端な凹凸が存在しな
いように連続している。したがって、着座者の臀部から腰部を経て背中に至る広い範囲が
、便座１０と背もたれ１５とによって支えられ。これにより、体圧が分散されるので、着
座者が不快感を覚えることがない。
【００３２】
　また、便座１０の後端縁部１０Ｅと背もたれ１５の下端縁部１５Ｅは近接しているので
、そのままでは、この両縁部１０Ｅ，１５Ｅの隙間の汚れを清掃することは難しい。しか
し、本実施例１の便器装置Ａは、背もたれ１５の下端縁部１５Ｅを上方及び後方へ弾性変
位させることにより、背もたれ１５の下端縁部１５Ｅと便座１０の後端縁部１０Ｅとの間
に指を入り込ませることのできる隙間を確保することができる。これにより、便座１０の
後端縁部１０Ｅと背もたれ１５の下端縁部１５Ｅの清掃を簡単に行うことができる。
【００３３】
　また、便座１０の後端縁部１０Ｅ（立上り部１３の上端縁部１３Ｅ）の上面は、正面視
において水平であり、且つ立上り部１３の前面（弧状凹面１４）は、平面視において左右
方向（幅方向）中央部が後方へ凹むように湾曲している。したがって、図１１及び図１２
に示すように、便座１０を起立姿勢にすれば、背もたれ１５の下端縁部１５Ｅを弾性変形
させなくても、背もたれ１５の下端縁部１５Ｅの下面１５Ｓと、便座１０の後端縁部１０
Ｅ（立上り部１３の上端縁部１３Ｅ）の上面１０Ｓとの間に、隙間を確保することができ
る。
【００３４】
　本実施例１の便器装置Ａは、上向きの座面１２を有する便座１０と、前向きの背当て面
１６を有する背もたれ１５と、背当て面１６に形成された膨出部２０と、弧状凹面１４と
を備えている。弧状凹面１４は、座面１２の後方に配され、座面１２の後端縁部から滑ら
かに斜め上後方へ延長した形態である。背当て面１６は、膨出部２０を有しているので、
着座者の背中の形状に沿った形状となっている。これにより、着座者の腰部から背中に亘
る広い範囲を支えることができる。また、座面１２の後方には弧状凹面１４が形成されて
いるので、着座者の臀部を広い範囲に亘って支えることができる。したがって、本実施例
１の便器装置Ａは、着座者に良好な座り心地を提供することができる。
【００３５】
　また、膨出部２０の前面は、平面視において左右方向における中央部を凹ませた形態で
湾曲しているで、着座者の背中を背当て面１６の中央位置で安定して支えることができる
。
【００３６】
　また、背もたれ１５が板状をなしており、背もたれ１５のうち膨出部２０の形成領域は
、肉薄に形成されることによって後方へ変位可能となっている。この構成によれば、着座
者が背当て面１６に身体を預けたときに、膨出部２０が後退へ変位することによって着座
者の背中の形状に馴染むので、体圧が分散されて良好な座り心地が得られる。
【００３７】
　また、便座１０は硬質の合成樹脂材料からなり、弧状凹面１４は、座面１２の後端縁部
を立ち上がるように延長させた形態である。そして、便座１０には、座面１２の後端縁部
から立ち上がった形態であって、前面が弧状凹面１４となっている立上り部１３が形成さ
れている。この構成によれば、便座１０が硬質の合成樹脂材料からなるので、着座者を安
定して支えることができる。また、便座１０の後端部が立上り部１３によって補強される
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ので、着座者の臀部を安定して支えることができる。また、立上り部１３と弧状凹面１４
は、座面１２（便座１０）の全幅に亘って形成されているので、着座者が大柄であっても
、臀部を安定して支えることができる。また、立上り部１３の上端縁１３Ｅは、その全幅
に亘ってほぼ水平である。この構成によれば、立上り部１３の上端縁１３Ｅが高低差を有
する形状である場合に比べて、座り心地が良い。
【００３８】
　また、本実施例１の便器装置Ａは、背もたれ１５の側縁部から前方へ突出した形態の肘
掛け２７を有しており、背当て面１６が肘掛け２７部の上面よりも軟らかい材料からなっ
ている。この構成によれば、肘掛け２７の上面が背当て面１６に比べて硬い材料からなる
ので、使用者が肘掛け２７に手をついて立ち座りする際に、身体を安定して支えることが
できる。また、背当て面１６は肘掛け２７の上面より軟らかい材料からなるので、着座者
は背もたれ１５に身体を預けた時に快適である。
【００３９】
　また、本実施例１の便器装置Ａは、既述のように、上向きの座面１２を有する便座１０
と、前向きの背当て面１６を有する背もたれ１５と、座面１２の後端縁部を延長させた形
態の弧状凹面１４とを備えている。更に、便座１０の後端縁部１０Ｅと背当て面１６の下
端縁部１５Ｅとが近接した位置関係であり、且つ座面１２から弧状凹面１４を経て背当て
面１６に至る領域が連続している。これにより、着座者の臀部から腰部に亘る範囲の全体
を支えることができるので、着座者の臀部から腰部に亘って体圧が分散される。したがっ
て、本実施例１の便器装置Ａは、着座者に良好な座り心地を提供することができる。
【００４０】
　また、便座１０が撥水性を有する材料からなるので、座面１２の清掃が容易である。こ
れに対し、背もたれ１５が弾性を有する材料からなっているので、体圧が分散されて着座
者が背中に違和感を覚え難く、座り心地が良好である。
【００４１】
　また、本実施例１の便器装置Ａは、前向きの背当て面１６を有し、下端縁部１５Ｅが便
座１０の後端縁部１０Ｅに近接するように配された背もたれ１５と、背もたれ１５の下端
縁部１５Ｅを上方及び／又は後方へ弾性変形させることを可能にする溝部２２（変形許容
手段）とを備えている。背もたれ１５の下端縁部１５Ｅは便座１０の後端縁部１０Ｅに近
接しているので、着座者の背中全体を支えることができる。また、意匠性が損なわれるこ
とはない。また、便座１０の後端縁部１０Ｅと背もたれ１５の下端縁部１５Ｅとの隙間を
清掃する際には、背もたれ１５の下端縁部１５Ｅを上方又は後方へ弾性変形させることに
より、背もたれ１５の下端縁部１５Ｅと便座１０の後端縁部１０Ｅとの間に清掃用のスペ
ースを確保することができる。したがって、本実施例１の便器装置Ａは、清掃作業性の向
上と美観の向上とを両立させることができる。
【００４２】
　また、背もたれ１５が弾性材料からなり、背もたれ１５の下端縁部１５Ｅを上方及び／
又は後方へ弾性変形させるための変形許容手段が、背もたれ１５の下端縁部１５Ｅを凹ま
せるように形成された左右方向に延びる溝部２２である。この構成によれば、背もたれ１
５の下端縁部１５Ｅは、溝部２２内に収容させることによって容易に上方又は下方へ弾性
変形させることができる。また、溝部２２は、背もたれ１５の背面に形成されているので
、美観を損なうことはない。また、背もたれ１５を弾性材料としたことにより、着座者が
背もたれ１５に身体を預けたときに、背当て面１６が着座者の背中の形状に馴染むように
変形するので、体圧が分散されて良好な座り心地が得られる。
【００４３】
　また、溝部２２内には、その溝幅を所定寸法に保持することが可能なリブ２３が形成さ
れている。これにより、溝部２２の溝幅の変化に起因する背もたれ１５の下端縁部１５Ｅ
の不正な変形を防止できる。
【００４４】
　さらに、背もたれ１５は、溝部２２とリブ２３が形成されている弾性部材１７と、弾性
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部材１７と一体化された金属製のフレーム１８とを備えて構成されている。そして、リブ
２３の上側の端部はフレーム１８の近傍に配されている。この構成によれば、リブ２３自
体の変形がフレーム１８によって規制されるので、溝部２２溝の変化に起因する背もたれ
１５の下端縁部１５Ｅの不正な変形を、確実に防止できる。
【００４５】
　また、背もたれ１５の下端縁部１５Ｅと近接している便座１０は、背もたれ１５の下端
縁部１５Ｅの近傍に配した回動軸１１を支点として起立可能となっている。そして、便座
１０がその座面１２を上向きにした倒伏姿勢では、便座１０の後端縁部１０Ｅが背もたれ
１５の下端縁部１５Ｅと近接するように位置し、便座１０の後端縁部１０Ｅは、便座１０
が起立するのに伴って背もたれ１５の下端縁部１５Ｅから離間していく形状となっている
。つまり、便座１０の後端縁部１０Ｅ（立上り部１３の上端縁１３Ｅ）は、正面視が水平
をなし、平面視が左右方向中央を後方へ凹ませるように湾曲した形状をなしている。この
構成によれば、便座１０を起立させると、図１１及び図１２に示すように、便座１０の後
端縁部１０Ｅの上面１０Ｓと背もたれ１５の下端縁部１５Ｅの下面１５Ｓとの間に隙間が
空くので、清掃の作業性が更に向上する。
【００４６】
　＜他の実施例＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施例に限定されるものではなく、例えば
次のような実施例も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）上記実施例では、背もたれの素材を弾性変形可能な材料としたが、背もたれは弾
性変形し難い材料からなっていてもよい。
　（２）上記実施例では、便座の後端縁部と背当て面の下端縁部とを近接させ、座面から
弧状凹面を経て背当て面に至る領域が連続するようにしたが、これに限らず、便座の後端
縁部と背当て面の下端縁部とが離間した位置関係であり、座面から弧状凹面を経て背当て
面に至る領域の一部が不連続となっていてもよい。
　（３）上記実施例では、便座と背もたれを異なる材料としたが、便座と背もたれを同じ
材料としてもよい。
　（４）上記実施例では、便座の座面を硬質の合成樹脂製としたが、座面は弾性変形な材
料であってもよい。
　（５）上記実施例では、弧状凹面が、座面の後端縁部のみを延長させた形態であるが、
弧状凹面は、背当て面の下端縁部のみを延長させた形態でもよく、座面の後端縁部と背当
て面の下端縁部の両方の縁部を延長させた形態でもよい。
　（６）上記実施例では、便座に立上り部を形成したが、便座に立上り部を形成せず、座
面の全体が概ね水平であってもよい。
　（７）上記実施例では、立上り部を座面の全幅に亘って形成したが、幅方向における立
上り部の形成範囲は、座面の全幅よりも狭い領域でもよい。
　（８）上記実施例では、立上り部の上端縁をその全幅に亘ってほぼ水平としたが、立上
り部の上端縁は幅方向に関して高低差を有していてもよい。
　（９）上記実施例では、背当て面の素材を肘掛けの上面よりも軟らかい材料としたが、
背もたれ面の素材は、肘掛けの上面と同じ柔らかさの材料でもよく、肘掛けの上面よりも
硬い材料でもよい。
　（１０）上記実施例では、肘掛けを左右一対設けたが、肘掛けは、左右いずれか一方の
みに設けてもよい。
　（１１）上記実施例では、背もたれの側縁から肘掛けを前方へ突出させているが、肘掛
けを設けない形態としてもよい。
　（１２）上記実施例では、溝部が、背もたれの背面を凹ませた形態であるが、溝部は、
背もたれの下端面を凹ませた形態や、背もたれの背面下端縁から下面に亘って凹ませた形
態であってもよい。
　（１３）上記実施例では、変形許容手段が、背もたれの下端縁部を凹ませた溝部である
が、これに限らず、背もたれの下端縁部の内部に形成した中空空間によって変形許容手段
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容手段を構成してもよい。
　（１４）上記実施例では、溝部内にリブを形成したが、溝部にリブを形成しない形態と
してもよい。
　（１５）上記実施例では、背もたれが弾性部材と金属製のフレームとを一体化させた形
態としたが、背もたれは、弾性部材のみで構成してもよく、金属や合成樹脂からなる弾性
変形し難い材料のみで構成してもよい。
　（１６）上記実施例では、背もたれを構成するフレームが金属製であるが、フレームは
弾性変形し難い合成樹脂製であってもよい。
　（１７）上記実施例では、便座を起立させることができるようになっているが、本発明
は、便座を起立させることのできない便器装置にも適用できる。
　（１８）上記実施例では、背もたれが固定されているが、本発明は、背もたれを後方へ
傾けるためのリクライニング機構を備えた便器装置にも適用できる。
　＜参考例＞
　（１）上記実施例では、膨出部が、平面視において左右方向における中央部を凹ませた
形態で湾曲しているが、参考形態として、膨出部は平面視において湾曲しない平坦な形状
にすることも考えられる。
　（２）上記実施例では、背もたれのうち膨出部の形成領域を後方へ変位し得るようにす
るための手段として、背もたれの後面に凹みを設けて肉薄としたが、参考形態として、背
もたれのうち膨出部の形成領域の素材を、他の領域よりも柔らかい材料とすることも考え
られる。
　（３）上記実施例では、背もたれのうち膨出部の形成領域を、後方へ変位し得るように
したが、参考形態として、背もたれのうち膨出部の形成領域は、後方へ変位しない形態も
考えられる。
【符号の説明】
【００４７】
　Ａ…便器装置
　１０…便座
　１０Ｅ…便座の後端縁部
　１２…座面
　１３…立上り部
　１４…弧状凹面
　１５…背もたれ
　１５Ｅ…背もたれの下端縁部
　１６…背当て面
　２０…膨出部
　２７…肘掛け
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